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奈
良
県
は
給
水
収
益
の
減

少
や
技
術
力
の
低
下
な
ど
を

踏
ま
え
、
安
全
・
安
心
な
水

道
水
の
供
給
維
持
に
向
け
た

水
道
施
設
の
老
朽
化
対
策
な

ど
に
取
り
組
み
、
県
域
水
道

の
一
体
化
を
図
る
た
め
、
２

０
２
１
年
８
月
に
奈
良
県
広

域
水
道
企
業
団
設
立
準
備
協

議
会
を
設
立
。
水
道
料
金
も

統
一
し
た
事
業
統
合
に
向

け
、
検
討
を
重
ね
て
き
た
。

　

了
承
さ
れ
た
基
本
計
画
に

よ
る
と
、
企
業
団
（
一
部
事

務
組
合
）
は
用
水
供
給
事
業

と
末
端
給
水
事
業
お
よ
び
水

質
検
査
業
務
を
統
合
し
、
２

０
２
５
年
度
か
ら
事
業
統

合
。
公
営
企
業
を
堅
持
し
、

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
へ
の

　

読
売
テ
レ
ビ
放
送
の
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
「
ｙ

新
設
。老
朽
化
が
進
む
施
設
・

管
路
は
、
計
画
的
な
更
新
・

耐
震
化
に
取
り
組
み
、
浄
水

場
間
の
緊
急
時
連
絡
管
の
整

備
や
非
常
用
電
源
の
容
量
確

保
な
ど
も
推
進
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
広
域
化
、
運
営

基
盤
強
化
な
ど
の
各
事
業
の

投
資
規
模
は
、
30
年
間
（
２

０
２
５
～
54
年
度
）
で
合
計

４
０
５
７
億
円
（
年
間
１
３

５
億
円
）
を
見
込
ん
で
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
施
設
の

老
朽
化
対
策
が
促
進
さ
れ
、

水
道
料
金
は
１
町
を
除
く
全

団
体
で
料
金
面
の
統
合
効
果

が
あ
る
と
し
、
１
町
に
つ
い

て
は
一
定
期
間
（
最
長
30
年

間
）、
特
例
措
置
と
し
て
別

の
水
準
・
体
系
の
水
道
料
金

（
セ
グ
メ
ン
ト
会
計
）
を
設

定
す
る
。

　

一
方
、
今
後
の
検
討
協
議

体
制
は
、
各
団
体
の
議
会
の

議
決
を
経
て
、
４
月
か
ら
地

方
自
治
法
に
基
づ
く
法
定
協

議
会
を
設
置
。
構
成
団
体
の

首
長
な
ど
に
よ
る
検
討
部
会

と
と
も
に
、
部
局
長
・
課
長

級
職
員
に
よ
る
幹
事
会
や
５

作
業
部
会
（
総
務
・
財
政
運

営
・
施
設
整
備
・
業
務
運

営
・
シ
ス
テ
ム
）
で
、
事
業

統
合
の
検
討
協
議
を
深
め
て

い
く
。

　

協
定
締
結
団
体
は
奈
良
市

と
葛葛
城
市
を
除
く
、
県
と

27
市
町
村
な
ど
で
、
首
長
ら

が
基
本
協
定
書
へ
署
名
。
荒

井
会
長
は
「
紆
余
曲
折
は

あ
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
努

力
に
感
謝
。
老
朽
管
の
更
新

な
ど
を
着
実
に
推
進
へ
」
と

あ
い
さ
つ
し
、
副
会
長
の
亀

田
忠
彦
・
橿
原
市
長
は
「
統

合
が
水
道
事
業
継
続
の
最
善

手
段
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
が

ス
タ
ー
ト
」、
同
じ
く
副
会

長
の
小
柴
雅
史
・
生
駒
市
長

は
「
全
国
の
水
道
広
域
化
の

モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
、
協
力

し
て
前
進
を
」
と
期
待
を
寄

せ
た
。

　

協
定
締
結
団
体
は
次
の
通

り
（
順
不
同
）。

　

▽
奈
良
県
▽
大
和
高
田
市

▽
大
和
郡
山
市
▽
天
理
市
▽

橿
原
市
▽
桜
井
市
▽
五
條
市

▽
御
所
市
▽
生
駒
市
▽
香
芝

市
▽
宇
陀
市
▽
平
群
町
▽
三

郷
町
▽
斑
鳩
町
▽
安
堵
町
▽

高
取
町
▽
明
日
香
村
▽
上
牧

町
▽
王
寺
町
▽
広
陵
町
▽
河

合
町
▽
吉
野
町
▽
大
淀
町
▽

下
市
町
▽
磯
城
郡
水
道
企
業

団
（
川
西
町
・
三
宅
町
・
田

原
本
町
）
▽
奈
良
広
域
水
質

検
査
セ
ン
タ
ー
組
合

　

大
津
市
企
業
局
は
１
月
11
日
、

市
役
所
臨
時
駐
車
場
で
給
水
車
の

運
転
操
作
訓
練
を
実
施
し
た
。

　

改
正
道
路
交
通
法
の
施
行
で
、

施
行
日
以
降
に
運
転
免
許
を
取
得

し
た
職
員
は
５
㌧
限
定
解
除
も
し

く
は
準
中
型
免
許
を
取
得
し
な
い

限
り
、
給
水
量
２
㌧
以
上
の
給
水

車
の
運
転
が
で
き
な
い
状
況
に
あ

る
。
災
害
な
ど
に
お
け
る
他
市
町

の
応
援
派
遣
に
給
水
車
の
出
動
回

数
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同

局
で
は
昨
年
度
よ
り
職
種
を
問
わ

ず
、
若
手
職
員
が
給
水
車
の
運
転

が
で
き
る
よ
う
、
職
員
研
修
計
画

の
一
環
と
し
て
、
給
水
車
の
運
転

操
作
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
上
下
水
道

や
ガ
ス
の
技
術
職
員
18
人
が
参
加

し
、
３
㌧
、
１
㌧
の
給
水
車
を
活

用
し
て
、
操
作
を
始
め
、
走
行
、

方
向
転
換
、
駐
車
な
ど
を
実
践
し

た
。
来
年
度
以
降
も
同
様
の
訓
練

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
若
手
職

員
を
対
象
と
し
て
運
転
免
許
取
得

の
助
成
制
度
の
導
入
の
検
討
を
進

め
、
給
水
車
の
運
転
者
の
確
保
に

努
め
る
方
針
だ
。

運
転
手
の
確
保
を
目
指
し
た
訓
練

大
成
機
工
や
事
業

体
の
取
組
を
紹
介

ｙ
ｔ
ｖ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

阪
神
・
淡
路
の
教
訓
は
今

神
戸
で
災
害
対
策
セ
ミ
ナ
ー

防
災
力
向
上
や
減
災
で
講
演

技
術
士
会
近

畿
本
部
な
ど

記念撮影する荒井県知事（前列中央）と市町村長ら

県
と
県
と
2727
市
町
村

市
町
村
なな
どど

参
加
参
加  

２
０
２
５
年
度
に
事
業
統
合

２
０
２
５
年
度
に
事
業
統
合

　

奈
良
県
の
用
水
供
給
事
業
と
市
町
村
の
上
水
道
事
業
（
県
域
水
道
）
な
ど
の
事
業
統

合
（
一
体
化
）
を
検
討
し
て
い
る
「
奈
良
県
広
域
水
道
企
業
団
設
立
準
備
協
議
会
」（
会

長
＝
荒
井
正
吾
・
奈
良
県
知
事
）の
第
６
回
協
議
会
お
よ
び
基
本
協
定
締
結
式
が
１
日
、

奈
良
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
基
本
計
画
と
基
本
協
定
書
の
各
最
終
案

を
了
承
後
、
事
業
統
合
へ
の
参
加
を
表
明
し
た
県
と
24
市
町
村
、
１
企
業
団
（
３
町
）

お
よ
び
１
組
合
で
、
水
道
事
業
等
の
統
合
に
関
す
る
基
本
協
定
を
締
結
。
今
後
は
４
月

に
法
定
協
議
会
を
発
足
後
、
２
０
２
５
年
度
か
ら
水
道
料
金
も
統
一
し
た
事
業
統
合
を

予
定
し
て
い
る
。

移
行
や
民
営
化
は
行
わ
な
い

と
し
て
い
る
。

　

運
営
組
織
は
企
業
団
本
部

や
広
域
水
道
セ
ン
タ
ー
、
水

質
管
理
セ
ン
タ
ー
、
構
成
団

体
24
事
務
所
を
は
じ
め
、
企

業
団
議
会
、
監
査
委
員
、
運

営
協
議
会
な
ど
を
設
置
。
事

務
所
は
２
０
３
４
年
度
ま
で

を
目
途
に
、
５
エ
リ
ア
程
度

へ
の
集
約
化
を
目
指
す
。
職

員
は
当
分
の
間
、
構
成
団
体

か
ら
の
派
遣
で
現
行
職
員
数

と
同
程
度
を
確
保
し
、
各
種

シ
ス
テ
ム
の
統
一
化
な
ど
で

業
務
の
標
準
化
・
シ
ス
テ
ム

化
を
推
進
す
る
。

　

施
設
整
備
は
統
合
後
10
年

間
（
２
０
２
５
～
34
年
度
）

に
つ
い
て
は
、
国
の
交
付
金

と
県
の
財
政
支
援
を
活
用

し
、
水
道
施
設
の
広
域
化
と

老
朽
管
な
ど
の
更
新
を
積
極

的
に
推
進
。
将
来
の
水
需
要

対
応
を
踏
ま
え
、
浄
水
・
取

水
施
設
は
統
合
時
の
13
施
設

を
８
施
設
へ
順
次
減
少
し
、

存
続
施
設
は
適
切
な
更
新
整

備
や
強
靭
化
を
図
る
。

　

ま
た
、
市
町
村
域
を
越
え

た
連
絡
管
や
送
配
水
ポ
ン

プ
、
直
結
給
水
施
設
な
ど
も

浄
水
・
取
水
施
設
は

13
施
設
を
８
施
設
に

　

豊
橋
市
上
下
水
道
局
は
、

２
０
２
１
年
３
月
に
策
定
し

た
「
豊
橋
市
上
下
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
２
１
―
２
０
３

０
」
に
お
い
て
、
経
営
の
効

率
化
と
安
定
的
な
事
業
運
営

に
向
け
た
取
り
組
み
と
し

て
、
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
新

技
術
の
導
入
を
掲
げ
、
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。

　

伊
藤
主
幹
は
「
水
道
管
路

課
で
は
、
今
回
表
彰
を
受
け

た
『
Ｌ
Ｔ
Ｅ
―
Ｍ
を
利
用
し

た
豊
橋
市
上
下
水
道
局
漏
水

事
故
早
期
対
応
シ
ス
テ
ム
』

を
令
和
３
年
度
か
ら
本
格
運

用
し
て
い
る
ほ
か
、令
和
３
・

４
年
度
に
Ａ
Ｉ
を
使
っ
た
管

路
の
劣
化
診
断
を
実
施
し
て

お
り
、
そ
の
結
果
を
基
に
漏

水
調
査
計
画
を
策
定
し
、
来

年
度
か
ら
漏
水
調
査
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
」
と
紹
介
す
る
。

　

漏
水
調
査
は
、
水
道
管
路

課
の
職
員
が
直
営
で
実
施
し

て
い
る
。
従
前
は
主
に
昭
和

50
年
代
に
整
備
さ
れ
た
区
画

整
理
地
内
な
ど
、
老
朽
管
が

　

は
じ
め
に
、
遠
隔
漏
水
監

視
シ
ス
テ
ム
「
リ
ー
ク
ネ
ッ

ツ
セ
ル
ラ
ー
」
の
実
証
実
験

に
ご
協
力
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
２
０
２
０
年
度
か
ら
本

格
導
入
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
豊
橋
市
が
「
Ｍ
Ｃ
Ｐ
Ｃ 

ａ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ 

２
０
２
２
」

の
総
務
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ

た
こ
と
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
の

利
活
用
に
よ
り
、
業
務
の
効

率
化
な
ど
で
実
際
に
成
果
を

出
さ
れ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
の
で
、

当
社
と
し
て
も
喜
ば
し
い
限

り
で
す
。

　

全
国
の
多
く
の
水
道
事
業

体
に
お
い
て
、
職
員
数
の
減

少
や
ベ
テ
ラ
ン
職
員
の
退
職

な
ど
に
よ
る
マ
ン
パ
ワ
ー
や

経
験
知
の
不
足
、
水
道
管
の

老
朽
化
の
進
行
に
よ
る
漏
水

リ
ス
ク
の
高
ま
り
と
い
っ
た

課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る

た
め
に
開
発
し
、
２
０
２
０

年
度
よ
り
提
供
し
て
い
る
の

が
リ
ー
ク
ネ
ッ
ツ
セ
ル
ラ
ー

で
す
。

　

リ
ー
ク
ネ
ッ
ツ
セ
ル
ラ
ー

は
、
仕
切
弁
や
消
火
栓
と

い
っ
た
弁
栓
な
ど
に
設
置
し

た
セ
ン
サ
ー
で
管
路
に
伝
播

す
る
音
圧
値
を
測
定
し
、
そ

の
デ
ー
タ
を
独
自
の
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
に
よ
り
分
析
す
る
こ

と
で
漏
水
な
ど
の
異
常
を
自

動
判
定
し
ま
す
。
デ
ー
タ
の

通
信
は
携
帯
通
信
網
Ｌ
Ｔ
Ｅ

―
Ｍ
を
利
用
し
、
当
社
の
ク

ラ
ウ
ド
サ
ー
バ
ー
に
自
動
保

存
さ
れ
ま
す
。
デ
ー
タ
は
ブ

ラ
ウ
ザ
ベ
ー
ス
の
専
用
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
な
ど
端
末
を
問
わ

ず
確
認
で
き
、
ま
た
、
漏
水

を
検
出
し
た
際
に
は
自
動
的

に
通
知
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

現
場
に
行
く
こ
と
な
く
管

路
の
状
態
を
常
時
監
視
で
き

る
こ
と
で
業
務
の
効
率
化
を

図
れ
、
こ
れ
ま
で
対
応
に
あ

て
て
い
た
マ
ン
パ
ワ
ー
を
別

の
業
務
に
割
り
振
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
漏
水
の

早
期
発
見
と
迅
速
な
対
応
が

可
能
と
な
り
、
国
道
、
軌
道

下
な
ど
の
重
要
管
路
に
お
け

る
漏
水
事
故
の
影
響
を
最
小

限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
さ
ら
に
、
漏
水
修

繕
後
に
新
た
な
漏
水
が
発
生

す
る
「
復
元
」
と
い
う
現
象

が
起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
例
え
ば
そ
う
し
た
リ
ス

ク
が
高
い
箇
所
の
監
視
に
活

用
す
る
こ
と
で
、
漏
水
の
早

期
対
応
を
図
る
こ
と
が
で

き
、
有
収
率
の
向
上
に
も
つ

な
げ
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
リ
ー
ク

ネ
ッ
ツ
セ
ル
ラ
ー
は
昨
年
12

月
末
現
在
、
全
国
34
水
道
事

業
体
で
採
用
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
通
信
性
能

の
一
層
の
向
上
を
目
指
し
た

研
究
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
漏
水
の
判
定
精
度
向
上

に
向
け
て
は
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る

判
定
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
開
発

中
で
あ
り
、
実
装
に
向
け
て

複
数
の
事
業
体
で
検
証
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
よ
り
多
く

の
事
業
体
に
お
い
て
、
漏
水

発
生
時
の
影
響
が
大
き
い
重

要
管
路
や
漏
水
が
発
生
す
る

リ
ス
ク
が
高
い
管
路
な
ど
の

監
視
に
活
用
い
た
だ
く
こ
と

で
、
安
全
、
安
心
な
水
道
水

の
安
定
供
給
に
寄
与
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

集
中
し
て
い
る
エ
リ
ア
を
対

象
に
、
相
関
調
査
と
音
聴
調

査
に
よ
り
漏
水
箇
所
の
発
見

に
努
め
て
お
り
、
今
後
は
Ａ

Ｉ
を
使
っ
た
管
路
の
劣
化
診

断
結
果
を
基
に
、
調
査
範
囲

を
選
定
し
て
実
施
し
て
い
く

と
の
こ
と
。
な
お
、
近
年
の

有
収
率
は
93
％
前
後
で
推
移

し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
漏
水
調
査
と
は

別
に
、
国
道
１
号
を
は
じ
め

と
す
る
主
要
道
路
、
鉄
道
の

軌
道
下
な
ど
、
漏
水
時
に
多

大
な
影
響
を
与
え
て
し
ま
う

箇
所
に
布
設
し
た
水
道
管
を

重
点
的
に
監
視
す
る
た
め
、

２
０
１
３
年
度
に
フ
ジ
テ
コ

ム
株
式
会
社
の
ロ
ガ
型
漏
水

探
知
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

た
。
竹
下
氏
は
「
設
置
箇
所

数
は
28
カ
所
で
、
２
週
間
に

１
回
、
指
定
日
時
に
直
営
職

員
が
現
地
ま
で
デ
ー
タ
回
収

に
赴
き
、
局
庁
舎
に
戻
っ
て

専
用
の
ソ
フ
ト
で
デ
ー
タ
を

分
析
し
て
、
漏
水
の
有
無
を

確
認
す
る
と
い
う
作
業
を

行
っ
て
い
ま
し
た
」
と
説

明
す
る
と
と
も
に
、「
た
だ

し
、
緊
急
の
漏
水
対
応
な
ど

で
デ
ー
タ
回
収
に
行
け
な
い

場
合
が
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た

運
用
上
、
漏
水
の
把
握
に
最

長
２
週
間
か
か
る
恐
れ
が
あ

り
、
重
要
管
路
の
監
視
が
２

週
間
に
１
回
と
い
う
頻
度
で

良
い
の
か
と
い
う
議
論
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
な
か

で
、
フ
ジ
テ
コ
ム
株
式
会
社

か
ら
遠
隔
漏
水
監
視
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
実
証
実
験
の

フ
ィ
ー
ル
ド
を
貸
し
て
ほ
し

い
と
の
提
案
が
あ
り
、
局
と

し
て
も
課
題
の
解
決
に
つ
な

が
る
の
で
は
と
考
え
、
実
証

実
験
を
実
施
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　

２
０
２
０
年
度
に
実
施
し

た
実
証
実
験
で
は
、
従
来
ロ

ガ
ー
を
設
置
し
て
い
た
箇
所

に
加
え
、
電
波
が
届
き
に
く

い
山
間
部
な
ど
で
も
通
信
状

況
を
検
証
し
た
ほ
か
、
ド

レ
ー
ン
弁
か
ら
水
を
排
水
し

て
疑
似
漏
水
状
況
を
作
り
出

し
、
漏
水
を
探
知
で
き
る
か

確
認
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
実

証
実
験
を
通
じ
て
防
水
機
能

の
強
化
、
通
信
の
確
実
性
を

高
め
る
た
め
の
デ
ー
タ
の
送

信
時
間
帯
や
通
信
機
器
の
設

置
位
置
の
検
証
な
ど
に
取
り

組
ん
だ
。
こ
う
し
た
実
証
実

験
を
通
し
て
、
シ
ス
テ
ム
の

有
効
性
を
確
認
で
き
た
こ
と

か
ら
、
２
０
２
１
年
度
に
従

来
ロ
ガ
ー
を
設
置
し
て
い
た

28
カ
所
を
対
象
と
し
て
本
格

運
用
を
開
始
し
た
。

　

今
回
導
入
し
た
フ
ジ
テ
コ

ム
株
式
会
社
の
遠
隔
漏
水
監

視
シ
ス
テ
ム
「
リ
ー
ク
ネ
ッ

ツ
セ
ル
ラ
ー
Ｌ
Ｎ
Ｌ
―
Ｃ
」

は
、
仕
切
弁
や
消
火
栓
な
ど

の
弁
栓
に
セ
ン
サ
ー
を
設
置

し
て
、
管
路
に
伝
播
す
る
音

圧
値
を
測
定
、
そ
の
デ
ー
タ

を
独
自
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に

よ
り
分
析
す
る
こ
と
で
漏
水

な
ど
の
異
常
の
判
定
を
行
う

も
の
。
デ
ー
タ
の
通
信
は
携

帯
通
信
網
Ｌ
Ｔ
Ｅ
―
Ｍ
を
利

用
し
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
バ
ー

に
自
動
保
存
さ
れ
、
分
析
結

果
は
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど

で
確
認
で
き
る
。

　

竹
下
氏
は
「
現
場
に
行
く

こ
と
な
く
管
路
の
状
態
を
常

時
監
視
で
き
、
異
常
感
知
時

に
は
通
知
メ
ー
ル
が
送
ら
れ

る
た
め
、
迅
速
な
対
応
に
よ

り
漏
水
の
影
響
を
最
小
限
に

食
い
止
め
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
と
と
も
に
、
従
来
の

デ
ー
タ
回
収
業
務
に
要
し
た

時
間
を
他
の
業
務
に
充
て
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
効

果
を
実
感
し
て
い
ま
す
」
と

業
務
の
質
を
向
上
し
つ
つ
効

率
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
た

と
い
う
。

　

最
後
に
伊
藤
主
幹
は
、「
現

在
の
設
置
箇
所
以
外
に
も
設

置
が
必
要
な
箇
所
、
有
効

な
箇
所
が
あ
る
か
は
検
討
し

て
い
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に

も
、
経
営
の
効
率
化
と
安
定

的
な
事
業
運
営
に
向
け
、
引

き
続
き
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど

の
新
技
術
に
つ
い
て
情
報
収

集
し
、
良
い
も
の
を
取
り
入

れ
て
い
け
た
ら
」
と
今
後
の

方
針
を
語
っ
て
く
れ
た
。

リークネッツセルラーの設置状況

竹下主任技師 伊藤主幹

森山社長

漏
水
監
視
の
業
務
効
率
化
実
現

漏
水
の
早
期
発
見
・
迅
速
対
応

現
場
に
行
か
ず
管
路
を
常
時
監
視

Ｍ
Ｃ
Ｐ
Ｃ
ア
ワ
ー
ド
で
グ
ラ
ン
プ
リ

　

豊
橋
市
上
下
水
道
局
は
、
モ
バ
イ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
（
Ｍ
Ｃ
Ｐ
Ｃ
）
が
主
催
す
る
「
Ｍ
Ｃ
Ｐ
Ｃ 

ａ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ 

２
０
２
２
」
に
お
い
て
、

「
Ｌ
Ｔ
Ｅ
―
Ｍ
を
利
用
し
た
豊
橋
市
上
下
水
道
局
漏
水
事
故
早
期
対
応
シ
ス
テ
ム（
遠

隔
漏
水
監
視
シ
ス
テ
ム　

リ
ー
ク
ネ
ッ
ツ
セ
ル
ラ
ー
）」
の
取
り
組
み
で
ユ
ー
ザ
ー

部
門
の
グ
ラ
ン
プ
リ
と
総
務
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
。
今
回
は
、
伊
藤
正
博
・
上
下
水

道
局
水
道
管
路
課
主
幹
と
竹
下
和
成
・
同
課
主
任
技
師
に
取
り
組
み
の
概
要
や
効
果

な
ど
に
つ
い
て
話
を
伺
う
と
と
も
に
、
共
創
事
業
者
で
あ
る
フ
ジ
テ
コ
ム
株
式
会
社

の
森
山
慎
一
・
代
表
取
締
役
社
長
に
遠
隔
漏
水
監
視
シ
ス
テ
ム
の
特
長
な
ど
に
つ
い

て
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。

遠
隔
漏
水
監
視
シ
ス
テ
ム
「
リ
ー

遠
隔
漏
水
監
視
シ
ス
テ
ム
「
リ
ー

ク
ネ
ッ
ツ
セ
ル
ラ
ー
」
の
特
長

ク
ネ
ッ
ツ
セ
ル
ラ
ー
」
の
特
長

森
山
慎
一
・
フ
ジ
テ
コ
ム
社
長
の
話

漏
水
事
故
早
期
対
応
シ
ス
テ
ム
を
運
用

漏
水
事
故
早
期
対
応
シ
ス
テ
ム
を
運
用

豊
橋
市
上
下
水
道
局

給
水
車
の
運
転
操
作
訓
練
を
実
施

大
津
市

企
業
局

県域水道一体化へ基本協定を締結
奈良県広域水道企業団設立準備協議会

２０２３年（令和５年）２月６日（月曜日）


